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＜講義概要＞ 

放射線のエネルギーが原子・分子に吸収されると水分子や生体分子にも化学変化が起き

る。細胞は DNA に生じた化学変化である DNA 損傷の多くを修復できるが、この修復に失敗

しても身体には組織レベルで守る仕組みが働く。このような防御機構が働かないと、組織・

器官に障害が発生したり、がんになってしまうことを最初に述べた。次に、放射線障害は

確率的影響と確定的影響による障害に分類されることを障害の例を挙げて説明した。最後

に、放射線防護のために設定された、線量制限（公衆限度）1 mSv についてもふれた。 

 

＜主な内容＞ 

１．放射線とそのエネルギーの受け渡し 

① 自然放射線と人工放射線 

② 放射線と放射能の違い 

③ LET (Linear Energy Transfer): 放射線のエネルギーの受け渡し 

④ 直接作用と間接作用 

⑤ ・OH ラジカル（活性酸素） 

２. DNA損傷の生成と修復 

① DNA 損傷の種類 

② DNA 塩基損傷の除去と修復 

③ DNA２本鎖切断（DSB）の修復 

④ 修復遺伝子の欠損と遺伝的疾患 

⑤ 突然変異と生物の進化 

３．障害の発生と生体防御 

① 確率的影響と確定的影響 

② 放射線障害と致死線量の関係 

③ 各組織で起こる障害のしきい線量 

④ 胎内被ばく 

４．放射線防護の原則と対策 

① 外部被ばくと内部被ばく（化学形態と集積部位） 

② 物理的半減期、生物学的半減期、有効半減期 

③ ICRP（国際放射線防護委員会）、UNSCEAR（国連科学技術委員会） 

④ 一般市民に対する線量限度（1 mSv） 

⑤ 計画被ばく状況における線量限度値（ICRP2007 年勧告） 



 

 

 

 

 

 

 

 


